
 
                                                                                                                                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
８月の行事予定 

日 曜 公民館関係・地区行事  

１ 日 防災士定例会        （19：30～） 

２ 月 休館日  

４ 水 民生児童委員定例会     （19：30～） 

６ 金 
さわやかクラブ世話人会   （13：30～） 
防犯協会定例会            （19：30～） 

８ 日 休館日 (山の日)  

９ 月 休館日 

15 日 休館日  臨時休館 

16 月 休館日 

17 火 食生活改善推進協議会 

19 木 
いきいき橘 映画「新男はつらいよ」 
公民館で遊ぼう 映画観賞  （13：30～） 
交通安全協会定例会     （19：30～） 

23 月 休館日 

25 水 婦人会定例会 

29 日 休館日 臨時休館 

30 月 休館日 

８月 カワセミ号（移動図書館） 

橘公民館 ４日・1８日(水)  

９：３0～９：５0（10 分短縮となっております。） 

 

 

８月 ６日（火）午前８時１５分から１分間 

○ながさき平和の日  

８月 ９日（金）午前１１時２分から１分間 

○戦没者を追悼し平和を祈念する日   

  原爆死没者ならびに戦争で亡くなられた数多くの方々のご冥福と平和を祈念

するための黙とうに、ご協力をお願いいたします。 

【広島平和記念日】    ８月 ６日(金) 午前８時１５分から１分間 

【ながさき平和の日】   ８月 ９日(月) 午前１１時２分から１分間 

【戦没者を追悼し平和を祈念する日】 ８月１５日(日) 正午から１分間 

1. 15：00～15：15 野々市集会所 

2. 15：20～15：35 楢木西 

3. 15：40～15：55 楢木集会所 （阿弥陀堂） 

4. 16：00～16：15 西泉中 

5. 16：20～16：35 西泉東 （民部さん） 

6. 16：40～16：55 西 田 （旧集会所） 

7. 17：00～17：10 相 生 

【 俳 句 】 
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地震に対し、ご自宅がどの程度の耐震性を有しているか、知っていますか？ 

本市では、木造住宅の地震に対する安全性の向上を図るため、建物の耐震

調査を 3,000 円の費用で診断できる事業と、建物の耐震改修工事費用に最大

107 万円の補助金を支援する事業を実施しています。 

※耐震診断の負担額は 3,000 円ですが、診断結果を急く場合は、9,900 円の

負担となります。  

また、耐震改修工事補助金の内、7万円は令和 4年度までとなります。 

対象となる住宅  

〇昭和 56年 5月 31 日以前に着工された一戸建て木造住宅 

【申込期間】 令和 3年 8月 10 日（火）～令和 4年 1月 7日（金） 

【問合せ先】 市庁舎新館３階 建築審査課 建築審査係 TEL 0897-52-1558 

 

ご存知ですか、 

いまなら改修工事に７万円が追加補助されています。 

巨大地震による倒壊から命を守るため、耐震補助制度の活用を 

〒793-0065 西条市楢木 54-1  

℡（0897）57-9543  FAX（0897）57-6221 

eメール tachibana-k@saijo-city.jp   

 

 

 

 

令和３年８月 1 日 

橘公民館発行 

通巻４８８号 

西泉中 

 ４日（水） 

１１日（水） 

１８日（水） 

２５日（水） 

 

木造住宅の耐震診断・耐震改修で 

大規模地震に備えませんか 
 

７月６日（火） 

 

 

 

橘校区の人口(6/30 現在) 

総人口1,799人 （－12） 

（男    874 人）（－5） 

（女    925 人）（－7） 

世帯数    818   （－4） 

橘小学校３・４年生がさわやかクラブの皆さん

と友愛訪問を行い、メッセージ入りのしおりをプレ

ゼントしました。子ども達の訪問を大変喜んでくだ

さり「会いに来てくれてありがとう。」と笑顔あふれ

心温まる時間となりました。 

 

サークル『ワレモコウ』の手芸作品を

展示しています。 ぜひご覧ください。 

耐震改修前は、地震に

対し、建物が大きく揺

れ、倒壊の恐れも高い。 

耐震改修すれば、建物

が倒壊しにくく丈夫に

なります。 



 

『橘の歴史・文化財探訪』（萬條 克己著）〔平成２１年 編集発行〕より抜粋 

い し づ ち じ ん じ ゃ 

い し づ ち じ ん じ ゃ 

現在、この祭礼は７月１日から 10日に斉行
さいこう

されており、その間の登拝
とうはい

者は全国各地より数万人を数えま

す。「仁
じん

」・「智
ち

」・「勇
ゆう

」の３体のご神体
しんたい

は三基
さ ん き

の神輿
し ん よ

に乗って成就社
じょうじゅしゃ

まで動座
ど う ざ

し、頂上社
ちょうじょうしゃ

までは信徒
し ん と

の

背によって運ばれ 10 日間の大祭
たいさい

が始まります。 

 石鎚山は往古
お う こ

より女人
にょにん

禁制
きんせい

の山とされてきましたが、時の流れと共に次第に開放され、現在は７月１

日のみとなりました。やがてこの制度も無くなることでしょう。石鎚神社社務所
し ゃ む し ょ

南の文学の森には、 

 【花咲きて七日鶴
つる

見る麓
ふもと

哉
かな

】はせを（芭蕉）。「天保
てんぽう

六乙
きのと

未年
ひ つ じ

東武
と う ぶ

南呂坊
な ん ろ ぼ う

桃
とう

栗
りつ

建立
こんりゅう

」と記された芭蕉
ばしょう

の

句碑
く ひ

があります。松尾
ま つ お

芭蕉
ばしょう

は江戸前期の俳人
はいじん

であり、他に石岡
いわおか

神社
じんじゃ

、吉祥寺
きちじょうじ

、武
ぶ

丈
じょう

公園
こうえん

にもありますが、

西条を訪れたかどうかは不明であります。 

 【御百度
お ひ ゃ く ど

や花より出
いで

て花に入
いる

】一茶
い っ さ

。という句碑
く ひ

があります。小林
こばやし

一茶
い っ さ

は江戸後期の俳人
はいじん

であり、伊

予路には 33 歳の頃寛政
かんせい

７年（1795）に訪れました。この句は桜が満開の旧暦２月 20 日に前神寺
ま え か み じ

（現石

鎚神社）を参拝した時のもので、句碑
く ひ

は昭和 56 年（1981）に建立されました。 

 石鎚神社は、奥
おく

の宮
みや

頂上社
ちょうじょうしゃ

（石鎚山頂 1982ｍの地）、中宮
なかのみや

成就社
じょうじゅしゃ

（石鎚山中腹 1450ｍの地、石鎚登

山ロープウェイ経由）、土
つち

小屋
ご や

遥拝
ようはい

殿
でん

（石鎚山中腹 1500ｍの地、石鎚スカイライン終点）、口
くち

の宮
みや

本社（西

条市西田甲 797 の地）の４社を総称しています。 

 明治の初めに愛媛県内の神社の格式が次のように定められました。 

    〇国幣中社
こくへいちゅうしゃ

 大山祇
おおやまつみ

神社 （現今治市大三島町）大正４年国
こく

幣
へい

大社
たいしゃ

に昇格
しょうかく

 

    〇第一県社 伊曽乃
い そ の

神社 （西条市中野）昭和 15 年国幣中社
こくへいちゅうしゃ

に列格
れっかく

 

    〇第二県社～第六県社は、阿沼美
あ ぬ み

神社（松山市）、伊豫
い よ

神社（伊予郡）、村山
むらやま

神社（現四国中央

市）、宇和津彦
う わ づ ひ こ

神社（宇和島市）、石
いし

鎚
づち

神社（西条市西田）となっていました。 

 明治 41年（1908）に元前神寺の所在地を石鎚神社口
くち

の宮
みや

と改め、大正６年（1917）には分霊
ぶんれい

を祀
まつ

る石

鎚神社がハワイに創建
そうけん

され、またブラジルにもスザノ石鎚神社が建てられて現在海外でも信仰
しんこう

深く祀
まつ

ら

れています。 

 第二次大戦後社
しゃ

格
かく

の制度は廃止
は い し

となりましたが、昭

和 21 年（1946）に石鎚信仰
しんこう

の神仏
しんぶつ

習合
しゅうごう

という特殊性
とくしゅせい

を

生かすため、石鎚神社の傘下
さ ん か

宗派
しゅうは

として石
いし

鎚本
づちほん

教
きょう

を

創立
そうりつ

しました。霊峰
れいほう

石鎚山に登拝
とうはい

することにより、数々

の体験を重ね神の導きを得られるとするところから、

石鎚山そのものが教祖
きょうそ

・教典
きょうてん

であり、登拝
とうはい

の行程
こうてい

から

得られる「修祓
しゅうばつ

・修 業
しゅうぎょう

・鎮魂
ちんこん

」が石鎚本教の教えで

す。年中の神事
し ん じ

は春、秋の例
れい

大祭
たいさい

など大変賑
にぎ

やかです

が、とりわけ「お山開
やまびら

き」・「お山市
やまいち

」と呼ばれる夏季
か き

大祭
たいさい

は歴史も古く最も重要な神事
し ん じ

であると言えます。 

 西日本第一の高峰
こうほう

石鎚山（1982ｍ）は、古くから石鎚の神＝石鎚毘古命
いしづちひこのみこと

を石土蔵王権現
いしづちざおうごんげん

と称
しょう

して崇
あが

め、

あわせて山野に入り苦行
くぎょう

を重ねて霊験
れいげん

を得る修験道
しゅげんどう

の道場の山とされてきました。開祖
か い そ

は役小角
えんのおづぬ

（役行者
えんのぎょうじゃ

）で天武
て ん む

14 年（685）52 歳の頃と言われています。奈良薬師寺
や く し じ

の僧景戒
けいかい

の著『日本
に ほ ん

霊異記
り ょ う い き

』（822）

によれば「伊豫国神野郡
か ん の ぐ ん

の郷内
ごうない

に山有り。名を石鎚と云ふ。是
これ

は即
すなわ

ち彼
か

の山に石鎚の神ありての名なり。

云々…」とあります。平安時代の初め、寂仙
じゃくせん

あるいは上仙
じょうせん

、光定
こうじょう

などの高僧が出て、山路を開き登山者

を導き常住社
じょうじゅうしゃ

（今の中宮
なかのみや

成就社
じょうじゅしゃ

）を創設
そうせつ

しました。また、役小角
えんのおづぬ

によって開創
かいそう

された四国八十八ヶ所

第 60 番札所
ふだしょ

横峰寺
よ こ み ね じ

と第 64 番札所
ふだしょ

前神寺
ま え が み じ

は、石鎚山の別当寺
べ っ と う じ

となって、明治
め い じ

維新
い し ん

まで神と仏の信仰
しんこう

を長

く融合
ゆうごう

調和
ちょうわ

してきました。 

 慶応
けいおう

４年（1868）の神仏
しんぶつ

分離令
ぶ ん り れ い

によって、神仏
しんぶつ

習合
しゅうごう

が禁止されると共に別当寺
べ っ と う じ

が廃止
は い し

され、石鎚信仰
しんこう

は

神道
しんとう

色
しょく

を強めて仏教その他の宗教をその傘下
さ ん か

に治
おさ

めようとしていました。しかし実際には、奈良・平安 

 時代から続いてきた神仏
しんぶつ

習合
しゅうごう

の考えや仏が

上で神が仮の姿をして現れる（権現
ごんげん

）という

本地
ほ ん ち

垂迹説
すいじゃくせつ

、山野に入り苦行
くぎょう

を重ねる修験
しゅげん

道
どう

の行
ぎょう

や神仏を同じ所に祀
まつ

って区別しないこ

となど、すべてが突然に崩
くず

れ去り消え去って

しまったりすることはあり得ません。 

 前神寺
ま え が み じ

の御詠歌
ご え い か

には「前は神 後ろは仏極

楽の よろずの罪を くだく石鉄
いしづち

」とありま

す。仏教
ぶっきょう

系
けい

前神寺と神道
しんとう

系
けい

石鎚神社とは、手

を結んで共に石鎚山の御神霊
ご し ん れ い

をいただき、

信仰
しんこう

の輪を広げてきました。 

 石鎚山は、弘法大師
こ うぼ うだい し

も修行
しゅぎょう

したと伝えられ、桓
かん

武
む

天皇、嵯峨
さ が

天皇、文武
も ん む

天皇や源 頼 朝
みなもとのよりとも

、河野家一族、

豊臣
とよとみ

家一族の篤
あつ

い信仰
しんこう

があり、慶長
けいちょう

15 年（1610）には豊臣秀頼
とよとみひでより

によって中宮
なかのみや

成就社
じょうじゅしゃ

が造営
ぞうえい

されたと伝

えられています。また、寛
かん

文
ぶん

年間
ねんかん

（1661～1673）より西條藩主、小松藩主の信仰が特に篤
あつ

く、社殿
しゃでん

の修

理や神宝
しんぽう

の奉納
ほうのう

が数多くあります。ちなみに、手水舎
ち ょ う ず や

や屋根
や ね

瓦
がわら

には葵
あおい

の紋
もん

が使用され、大きな銅製の手水
ちょうず

鉢
ばち

には「西條藩中
さいじょうはんちゅう

天保
てんぽう

３年(1832)」の銘
めい

があります。石鎚山には３ヶ所の鎖の行場
ぎょうば

があり、下から一の

鎖（33ｍ）、二の鎖（65ｍ）、三の鎖（68ｍ）と称し、三の鎖を登りきった所に頂上社
ちょうじょうしゃ

があります。元禄
げんろく

12

年（1699）の石鎚山の絵図
え ず

に鎖が記されていることから、江戸時代初期には掛けられていたと推定
すいてい

され

ます。安永
あんえい

８年（1779）に掛け替えられた記録があり、さらに昭和３年（1928）に一の鎖、昭和 36 年（1961）

に二の鎖、平成２～３年（1990～1991）に三の鎖が掛け替えられました。旧鎖の一部は本社本殿前の手
て

摺
す

りとして設置
せ っ ち

され、石鎚山登山の歴史を偲
しの

ぶことができます。 

 

三体の御神輿の競演（佐伯尚三氏提供） 

石鎚神社本社社前の神事（佐伯尚三氏提供） 


